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１ 基本方針策定にあたり

スポーツと文化の祭典であるオリンピック・パラリンピック競技大会が

2020 年、東京都を中心として開催され、千葉県においても一部が会場と

なっています。

東京都に隣接する浦安市は、大会会場からのアクセスの良さや豊富な宿

泊施設を有していることから、選手、マスメディア関係者、観客といった

多くの方々が国内外から来訪されることが想定され、東京 2020 オリンピ

ック・パラリンピック競技大会（以下「大会」といいます。）への積極的

な関与が期待されています。

また、2018 年から 2020 年にかけて日本各地で女子バレーボール世界選

手権やラグビーワールドカップといった大規模な国際大会が相次いで開

催され、そのピークとなる大会への期待感も日々膨らんでいくこととなり

ます。市民にとっても、56 年ぶりに日本で開催される大会への関心が今

後、より高まっていくものと考えられます。

本市としては、大会の成功に寄与するとともに、大会を契機として更な

る市民スポーツの振興や市民の健康増進のみならず、これからのひとづく

り・まちづくりに活かし更なる発展に結びつけていくために、基本方針を

定め、2020 年が市民共通の思い出となるよう取り組みを推進することと

します。
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２ 市の特性

基本方針策定にあたり、本市が大会に対し寄与できること、必要とされ

ていること、推進すべきことを明らかにする必要があります。

そこで、大会における本市の資源や強みといった特性を把握し、これ

らの特性を活かした基本方針を定め、効果的に各種事業を推進していく

ものとします。
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３ 基本的な考え方・方向性

本市の特性から、大会に係る事業全ての基本となる３つのテーマを設定

しました。そして、これらのテーマを基本的な考え方・方向性として大会

への取り組みを実施していきます。

大会会場から近くに位置し、東京ディズニーリゾートや国際級ホテル、

また遊漁船などの観光資源を有する本市は、国際会議観光都市として選手

や観客をはじめ大会関係者、マスメディア関係者などの多くの来訪者を迎

え入れることのできる魅力と環境が整っています。

これらの来訪者を本市では、市域のコンパクトさを活かし、行政だけで

なく、市民、市内企業、大学などとの地域連携のもと、浦安ならではのお

もてなしでお迎えします。

また、その際には本市の持つスポーツ・文化芸術・観光、それぞれの資

源を最大限に発揮しながら、来訪者のみならず市民も参加し楽しめる体験

を創出していきます。

① 浦安ならではのおもてなし
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市域の大部分が埋立により造成され、坂道がほとんどなく施設のバリア

フリー化も進む本市は、障がいのあるなしに関わらず誰もが暮らしやすい

まちとなるよう、人にやさしいまちづくりを推進してきました。

また、在住外国人の増加に伴い、「多様な文化を持つ人がともに支え、

創造するまち」を目指し、市民の国際理解・交流を促進してきました。

本市はオリンピック競技だけではなく、パラリンピック競技へと積極的

な支援を行い、障がい、国籍、文化などの多様性を尊重するとともに、共

に助け合い、支え合い誰もが安心して健康に過ごせる、相互理解による共

生社会を目指していきます。

国際交流など、様々な分野において市民活動が活発な本市では、大会に

おいて団体・個人を問わず、ボランティア活動の気運が醸成していくもの

と考えています。

このボランティア活動の隆盛を大会期間中の一過性のものとはせず、10

年後、20 年後、さらにはその先にも継承していけるよう、活動を支援し

ていきます。そして、この活動をきっかけとした地域コミュニティの更な

る活性化を図っていきます。

② 相互理解による共生社会の実現

③ 未来へと継承していく市民力
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４ 基本方針における３つの柱とその取り組み

具体的な取り組みについて、様々な事業を体系的に３本の柱としてまと

めました。これらの取り組みを国や千葉県、その他関係団体などと連携・

情報共有を行いつつ、全庁的に推進していきます。

Ⅰ．スポーツの普及と健康づくりの推進

Ⅱ．多様性を尊重したひとづくり・まちづくり

Ⅲ．文化芸術活動の活性化と魅力の発信

本市では、スポーツを通して市民一人ひとりが生涯にわたって心身とも

に明るく健康であることを願い、2010 年に「生涯スポーツ健康都市」を

宣言しています。

この大会を契機に、様々なスポーツの振興に努め、多くの市民にスポー

ツに触れる機会をさらに提供します。また、誰もが取り組める日常的なス

ポーツを促進し、健康づくりへの意識の向上を図ります。

Ⅰ．スポーツの普及と健康づくりの推進
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≪取り組みの方向性≫

 ➣ スポーツ関係者の育成、競技力の向上 

 ➣ 大会を契機としたスポーツ認知の向上 

 ➣ スポーツに親しむ機会の創出 

➣ スポーツを日常に取り入れた健康づくりの増進 

≪取り組みに向けた課題≫

・スポーツへの関心を高める機会の設定

・オリンピック・パラリンピック種目の紹介・体験の場創出

≪期待する効果≫

✔ 大会を通して市民が今以上にスポーツに親しみ、スポーツの普及が

促進される

 ✔ 健康づくりへの意識向上により、日常的に運動を行う人が増加する
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公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会

（以下、「大会組織委員会」といいます。）では大会の基本コンセプトの一

つとして「一人ひとりが互いを認め合い（多様性と調和）」を掲げており、

本市においても、国籍・文化の違いや障がいの有無など多様な人びとが互

いに理解し合い、尊重できるようソフト・ハード両面のバリアフリー化を

推進していきます。

学校教育においては、既に大会公式マスコットの選定投票に全小学校が

参加し、大会への機運を高める活動に取り組み、また、2018 年度には見

明川小学校が千葉県からオリンピック・パラリンピック教育推進校に指定

され、オリンピック・パラリンピック教育を推進しています。今後も、オ

リンピック・パラリンピック教育を推進することにより、共生社会の形成

者として未来の浦安を担っていく人材の育成に努めていきます。

また、学校教育だけでなく、市民にオリンピック・パラリンピックに関

する学びの場を提供し、大会への興味関心の醸成を図ります。

その他にも事前キャンプ受入などによる異文化交流を通してグローバ

ルな人材の育成にも注力していきます。これらの交流をはじめ、様々な取

り組みを市民ボランティアの活躍の場とし、活動の活性化へと繫げていき

ます。

Ⅱ．多様性を尊重したひとづくり・まちづくり
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≪取り組みの方向性≫

➣ 多様性を尊重したおもてなしのまち浦安を実現 

 ➣ 誰もが利用しやすい公共施設や移動環境の整備 

 ➣ オリンピック・パラリンピック理念の理解促進 

 ➣ 国際理解・交流の促進 

 ➣ ボランティアの育成及び機会の提供 

≪取り組みに向けた課題≫

・民間企業などと連携したおもてなしの構築

・ボランティア運営方法

≪期待する効果≫

 ✔ 多様性の理解による誰もが住みやすいまちの推進 

 ✔ 積極的なボランティア活動による更なる市民活動の活性化 

 ✔ 国際理解・交流によるグローバルな人材の育成・増加
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大会は、スポーツだけではなく、文化の祭典でもあります。

本市では、文化の振興及び文化の他分野における活用を図るため、本年

３月に「浦安市文化政策基本方針」を策定しました。

この方針を基に、大会を一つの契機として、市民の文化芸術活動を支援

するとともに、より多くの市民へ体験の機会を創出します。これらの活動

は、大会組織委員会や内閣官房オリンピック・パラリンピック推進本部事

務局の推進する文化プログラムに参画し、大会に向けた機運醸成にも寄与

します。

また、それらを魅力として市内外、国内外へと広くＰＲし、更なる郷土

愛の醸成や来訪者増加につながる都市イメージの向上を図ります。

≪取り組みの方向性≫

 ➣ 文化芸術活動の支援の充実、機会の提供 

 ➣ 官民一体となった機運の醸成 

➣ 都市イメージの向上による来訪者の増加 

 ➣ 地域の魅力の再発見による郷土愛の醸成 

≪取り組みに向けた課題≫

・文化芸術活動の活躍の場の提供

・文化プログラムの認知度向上

Ⅲ．文化芸術活動の活性化と魅力の発信
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≪期待する効果≫

✔ 市民の文化芸術活動の活性化 

✔ 浦安市の認知度、イメージの向上による来訪者の増加
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５ 事前キャンプ受入対応について

各国・競技の事前キャンプの受入を行い、全ての柱を効果的に推進して

いきます。

事前キャンプを受入れることにより、市民がトップアスリートの練習風

景や公開試合を間近に見ることができます。また、オリンピアン及びパラ

リンピアンなどと市民との交流の場を設けることで、文化芸術活動の発表

の機会も提供できます。更に、これらに伴うサポートとして、ボランティ

アに活躍してもらうことにより、柱全てに関連する取り組みを行うことが

でき、それぞれの活動の活性化を推進することができます。

≪取り組みに向けた課題≫

・事前キャンプ地利用による期間中の施設利用制限

・宿泊施設との調整

・費用負担などの受け入れ条件の設定

・民間企業などとの連携
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図解：本方針のテーマを土台に、各事業の柱を通して期待する効果の取得

を目指していきます。
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６ 推進体制

大会に関連する各種の取り組みを組織的に推進するため、「2020 東京オ

リンピック・パラリンピック推進本部」を組織しました。


